
第１７回地域発「活力・発展・安心」デザイン実践交流会

学校と地域の連携・協働による「チーム学校」の実現

～ふるさと学習で育てる生徒の自尊感情と持続可能な地域

連携体制の構築をめざして～

中津市立本耶馬渓中学校 校長 小川邦夫



本日のお話

１ 地域・学校の現状

２ 実践の概要

３ 成果と課題
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〈地域の様子〉

○「青の洞門」「羅漢寺」等、歴史的文化財が多く、自然豊かな地域である。

○少子高齢化が進み、地域のつながりも薄れつつある。

〈生徒の様子〉

○明るく素直な生徒が多いが、学力の個人差が大きく、支援を要する生徒が増えている。

○自己肯定感、自己有用感が低い。

〈保護者の様子〉

○経済的に厳しい家庭が多い。

○学校に寄せる期待は大きい。

１ 地域・学校の現状



ふるさとを愛する生徒の育成を図るための学校体制づくりと地域の教
育資源を活用したカリキュラム・マネジメントに取り組んだ内容を報
告する。

１ 地域・学校の現状

【学校教育目標】

地域を愛し 心豊かでたくましく
ともに学ぼうとする生徒の育成

【育成をめざす資質・能力】

人間関係形成能力

【めざす学校の姿】

地域に愛され地域に求められる学校

〈報告内容〉



２ 実践の概要

（１）取組の視点

①地域社会と連携した、「ふるさとを愛する
生徒の育成」を図るための学校体制づくり

②地域の教育資源を活用したカリキュラム・
マネジメントのあり方

③学校運営協議会や「協育」ネットワーク会議と
連携して取り組んだ地域とともにある学校づくり



①総合的な学習の時間の課題

②手だて

○体験活動を実施することに主眼が置かれていた。

○ ふるさと学習と教科学習の位置づけ。行事の精選。
実施方法の見直し。教員や生徒の多忙感の解消。

○校長のリーダーシップを発揮する。

○ 地域人材を活用した形で総合的な学習の時間を核に教科等横断的
にカリキュラムを編成する。

○ 学校運営協議会（ＣＳ会議）や「協育」ネットワーク会議で学校の
課題や目指す生徒像を共有する。

２ 実践の概要

（２）これまでの経緯と取組の方向性



①校内の体制づくり
・学校評価の４点セットの活用
・目標管理の面談の活用

②地域とともにある学校体制づくり
・学校運営協議会、校区ネットワーク会議
青少年健全育成会議で協力要請

➂卒業生による応援体制づくり
・卒業生のネットワークづくり

２ 実践の概要

（３）体制づくり



２ 実践の概要

（４）カリキュラムの見直し





〈令和３年〉 〈令和４年〉

２ 実践の概要

（５）令和３年、令和４年の取組

おおいた教育の日 中津大会

「ふるさとの魅力再発見」

舞台発表

「ふるさと活性化提言活動」



①地域貢献プロジェクト

・インタビュー活動

２ 実践の概要

（６）地域力を活用した授業づくり

【地域の課題を探る】



① 地域貢献プロジェクト【縦割り活動】
・フォトプロップスづくり

２ 実践の概要

（６）地域力を活用した授業づくり



① 地域貢献プロジェクト【縦割り活動】

・石ころアートづくり

２ 実践の概要

（６）地域力を活用した授業づくり



①地域貢献プロジェクト【縦割り活動】
・観光ＣМづくり

２ 実践の概要

（６）地域力を活用した授業づくり



① 地域貢献プロジェクト【縦割り活動】

・サイクリング休憩所の清掃、装飾づくり

２ 実践の概要

（６）地域力を活用した授業づくり



②清掃活動「クリーン本耶馬渓」 【縦割り活動】

ＣＳ委員や保護者、地域の方の参加

２ 実践の概要

（６）地域力を活用した授業づくり



➂ 地域資源、地域人材を活用した教育活動
〈本耶馬渓支所地域振興課によるネモフィラ栽培や
その後のフォトコンテストに参加〉

２ 実践の概要

（６）地域力を活用した授業づくり



➂地域資源、地域人材を活用した教育活動
〈本耶馬渓商工会による観光どんどで「耶馬渓ばやし」を披露

２ 実践の概要

（６）地域力を活用した授業づくり



➂ 地域資源、地域人材を活用した教育活動
〈中津市教育委員会社会教育課による諭吉検定に参加〉

２ 実践の概要

（６）地域力を活用した授業づくり



➂地域資源、地域人材を活用した教育活動
〈観光ボランティアガイドによる競秀峰登山ガイドと
地域フィールドワーク〉

２ 実践の概要

（６）地域力を活用した授業づくり



➂地域資源、地域人材を活用した教育活動
〈商工会女性部・津軽三味線奏者による「耶馬渓ばやし」の継承〉

２ 実践の概要

（６）地域力を活用した授業づくり



➂ 地域資源、地域人材を活用した教育活動
〈中津ケーブルネットによるＣМづくり指導〉

２ 実践の概要

（６）地域力を活用した授業づくり



➂地域資源、地域人材を活用した教育活動
〈社会福祉協議会を通して高齢者に食材の提供〉〈令和５年度〉

〈令和６年度〉

２ 実践の概要

（６）地域力を活用した授業づくり



➂ 地域資源、地域人材を活用した教育活動
〈国土交通省による開通イベントへ参加〉 〈令和５年度〉

２ 実践の概要

（６）地域力を活用した授業づくり



２ 実践の概要

（６）地域力を活用した授業づくり

➂ 地域資源、地域人材を活用した教育活動
・職業人講話「ようこそ先輩」 〈令和６年〉



２ 実践の概要

（６）地域力を活用した授業づくり

➂ 地域資源、地域人材を活用した教育活動

地域食材を使った食育〈令和６年〉

・別府溝部学園短期大学との連携授業



２ 実践の概要

（６）地域力を活用した学力向上対策
➂ 地域人材を活用した教育活動

学習塾「禅海塾」の立ち上げ

「協育」ネットワーク会議の活用〈令和６年〉



① 「学びのOut Put」を位置づけた授業づくり
単元計画に学習の成果を発信する活動を位置づける。

学びの成果を発表したり、外部団体のコンクール等に
積極的に出品したりする。

感謝される。ほめられる。コンクールに入賞する。

自尊感情が向上する。

２ 実践の概要

（７）教育活動の成果を発信する



JR京都駅

〈地域フィールドワーク〉→修学旅行ＰＲ活動へ 〈令和５年度〉

２ 実践の概要

（７）教育活動の成果を発信する
②様々な成果発表の機会を利用する。



JR京都駅

〈地域フィールドワーク〉→修学旅行ＰＲ活動へ 〈令和６年度〉

予想を超える返信
の量

２ 実践の概要

（７）教育活動の成果を発信する
②様々な成果発表の機会を利用する。



②様々な成果発表の機会を利用する。
大分っ子「未来創造プロジェクト」実践交流会〈令和５年度〉

２ 実践の概要

（７）教育活動の成果を発信する



②様々な成果発表の機会を利用する。

一人一台端末プレゼンテーションコンテスト〈令和５年度〉

２ 実践の概要

（７）教育活動の成果を発信する



②様々な成果発表の機会を利用する。学校給食レシピコンクール

〈令和６年度〉
地域食材を使った給食レシピ

２ 実践の概要

（７）教育活動の成果を発信する



３ 成果と課題

（１）成果

①生徒評価の結果 〈令和５年度〉



３ 成果と課題

（１）成果
① 生徒評価の結果 〈令和６年度〉

学校は楽しい。



３ 成果と課題

（１）成果

②総合的な学習の時間に縦割りの活動を入れる
ことで、課題を発見し、整理・分析を行うことが
できた。

検証・改善を行い、次年度の活動につなげる
ことができている。



３ 成果と課題

（１）成果

➂ 学校運営協議会や「協育」ネットワーク会議、健全育成
会議と連携することで、教育活動に協力してくれる地域の方、

卒業生が増えた。教員の働き方改革にもつながっている。



３ 成果と課題

（２）課題 校長としての学校マネジメント

① 探究的な学習活動を推進する教員の育成と不断の
カリキュラム・マネジメントが求められる。

②活動に必要な予算を獲得するために、地域（企業）
や行政と密接な連携が必要である。

➂ 教員として成長できる職場づくりをすすめる。



おわりに

学校には自由になる「人」「もの」「金」が不足している
が、地域社会には多様なステークホルダーが多数存在してい
る。それらと上手くつながり、Win- Winの関係を築き、学校
の教育活動に巻き込んでいくことを意識して昨年度より学校
経営を行ってきた。

校長のリーダーシップやマネジメント力、コーディネート
力が重要だと感じている。
今後は３校合同のコミュニティスクールや本耶馬渓町「協
育」ネットワーク会議を核にして、「社会に開かれた教育課
程」を通じて、家庭や地域と持続的に連携・協働する体制を
構築していきたい。



本耶馬渓町は、青の洞門や羅漢寺など歴史ある観光名
所があり、春には青いネモフィラが咲き誇る。一方で、人
口減少や高齢化、空き家の増加が進んでいる現状がある。
そこで、町を活性化するにはどのような取組が必要な
のかを考え、本耶馬渓支所や地域の商工会女性部などと
連携しながら、全校生徒で地域貢献活動に取り組んでい
る。

名 称：中津市立本耶馬渓中学校
住 所：中津市本耶馬渓町跡田212番地
代表者：校長 小川 邦夫

事業所・団体プロフィール 関係する県の施策

子どもの力と意欲を伸ばす
キャリア教育の推進事業

「大分っ子『未来創造プロジェクト』」

具体的な取組

地域のよさを生かして地域の活性化に貢献

関連する
ＳＤＧｓ

【特徴】
〇地域でのインタビューで集めた意見やフィールドワークで再発
見した地域のよさから、自分達にできることを地域とともに考
え、地域に貢献する活動を実施。

〇ネモフィラ栽培、写真撮影用のフォトプロップス作成、休憩所
の清掃、石ころアート・観光地紹介ＣМの作成と道の駅での展
示・放映、やばけいばやしの継承活動を実施。

ご清聴ありがとうございました


